


八王子都市計画地区計画の変更 ＜八王子市決定＞ 
 

都市計画グリーンタウン高尾地区地区計画を次のように変更する。 
名 称  グリーンタウン高尾地区地区計画 
位 置  八王子市川町及び西寺方町各地内 
面 積  約 ３０．７ｈａ 

地区計画の目標  低層の一戸建住宅を主体とした良好な住環境を、将来にわたって保全し、日

常生活を送るうえで必要な内容と規模をもった魅力ある商店街を配し、運動公

園、近隣公園などの設置とともに、健康で文化的な余暇活動と住民相互の交流

が出来るコミュニティ施設（集会室等）を確保し、安全でゆとりとうるおいの

ある住宅地としての形成を図る。 
 個々の敷地に係る緑化の推進と地区内樹林地、草地の保存により、緑と太陽

のあふれる健康的な街区の形成を図る。 
土地利用の方針  地区を住宅地区とセンター地区に区分し、それぞれ次のように定める。 

〈住宅地区〉 
 良好な住環境の保全を図り、かき、さくをはじめ、敷地内には積極的に緑を

配置し、ゆとりとうるおいのある安全な住宅地として発展させる。 
 特に､計画戸建住宅地区（住宅地区Ｂ）にはボンエルフ（歩行者優先）の手

法による道路、公園、コモンスペース（緑地、通路等の共同利用空間）等を配

し、緑を充分にとり入れた住民相互の交流と、安全で、かつゆとりとうるおい

のある住宅地としての形成を図る。 
〈センター地区〉 
 日常生活を送るうえで必要な内容と規模をもった魅力ある商店街及び文化

的な余暇活動の出来る地区として住宅地区との調和を保ちつつ活性化を図る。 
地区施設の整備

の方針 
地区内には、住区幹線を軸とした道路網及び緑道、運動公園、近隣公園など

を一体的に配置し、この機能が損なわれないよう維持、保全を図る。 
周辺緑地には自然の樹林地、草地の保存を図るとともに、樹木の中の散策路

としての緑道、遊び場等を配し、その維持、保全を図る。 
その他生活に必要な施設として汚水処理場及びバス折返場等を整備する。 
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建築物等の整備

の方針 
〈住宅地区〉 
 良好な住環境をもった一戸建住宅地として保全するため、建築物の用途、敷

地の最低規模、壁面の位置及び高さの最高限度を定める。かき、さくは、緑を

確保し、地震等の倒壊を防ぐため、生垣を主体としたものにする。 
〈センター地区〉 
 魅力ある商店街と住民相互の交流の場を形成するため、建築物の用途を定め

る。住宅地区の環境を害することのないよう誘導、規制する。 
 



位 置 八王子市川町及び西寺方町各地内 

面 積 約 ３０．７ｈａ 

道 路 名 称 
幅 員 
メートル 

延 長 
メ ー ト ル 

備 考 

 
 
 
 
 

住 区 幹 線 
〃 
〃 

区 画 街 路 
〃 

16 
12 
8 
6 

4～4.2 

約   １，０４０  
約     ３５０  
約     ２１０  
約   ５，６５０  
約     ７６０  

知事承認事項 
〃 
〃 
〃 

 

公 園 名 称 
面 積 
平方メートル 

備 考 

 ① 運 動 公 園（Ａ） 
② 近 隣 公 園（Ａ） 
③   〃   （Ｂ） 
④   〃   （Ｃ） 

約  ２１，６３０  
〃   ５，８６０  
〃  １３，３５０  
〃   ４，２６０  

 

名 称 
幅 員 
メートル 

延 長 
メ ー ト ル 

備 考 
そ の 他 

公共空地 

緑 道 ４ 約 ３1０  

 
名 称 個 所 

面 積 
平方メートル 

備 考 

地
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 空 地 ２９ 約 １，０５０  

住 宅 地 区 
名 称 

Ａ Ｂ 
センター地区 地区の

区分 
面 積 約 １４ｈａ 約 ４．７ｈａ 約０．９ｈａ 

建築物の用途制限

（知事承認事項） 
 住宅（長屋を除く。）、住宅で診療

所（患者の収容施設を有するものを

除く。）の用途を兼ねるもの及びこ

れらの建築物に附属する建築物以

外の建築物は建築してはならない。 

住宅（長屋を除く。）及びその建築

物に附属する建築物以外の建築物は

建築してはならない。 

次に掲げる建築物は建築しては

ならない。 
1. 住宅 
2. 共同住宅 
3. 寄宿舎又は下宿 

建築物の敷地面積

の最低限度（知事

承認事項） 
150 ㎡ 145 ㎡ 

 

壁面の位置の制限 
 

建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から敷地境界線までの距離は、1ｍ
以上としなければならない。 
ただし、この距離の限度に満たない距離にある建築物又は建築物の部分が

次の各号の一に該当する場合においてはこの限りでない。 
1. 道路境界線については、外壁又はこれに代わる柱の中心線の長さの合計

が 3ｍ以下であること。 
2. 物置その他これに類する用途に供し、軒の高さが 2.3ｍ以下で、かつ、床

面積の合計が 5 ㎡以内であること。 
3. 自動車車庫及び自転車置場で軒の高さが 2.3ｍ以下であること。 

 

建築物の高さの最

高限度（知事承認

事項） 

9ｍ 
 ただし、地階を除く階数は 2 以下としなければならない。 
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項 かき又はさくの構

造の制限 
生垣又はフェンスとする。ただし、門柱のコンクリートブロック、石積等

はこの限りでない。 
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土地の利用の制限 地区内の樹林地及び草地などを緑地として保存する。 
緑地保全区域   面積 約 ６．６ｈａ 

備 考   区域・地区の区分、地区施設の配置及び緑地保全区域は計画図表示のとおり。 

理 由 
 町区域の変更及び総合行政推進による公共公益施設の計画的立地に伴い、地区計画を変更する。 


